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境界領域の画定 と境界構造及び境界の仮構性を中心に考察 を試み る。
日本文化の独 自性 を表す もの として,注 連縄,依 り代,榊,神 社,能 舞台などがあげられる
が,こ れ らに内在 す る主題 は,「境界」であ り 「仮構 」であ る。文化 の レベ ルに於 いて,我 々は
年中行事や祭礼などと係わって,こ の 「境界 と仮構」 を上手に使いこなしてきた。
日本 の文化 を一 口で述べ ると,「高 コンテ クス ト」文 化 であ って,我 々 を囲む個 々 の状況 は,
極 めて似て い るか ら,状 況 その ものが説明 して くれ る。従 って,'一定の決 ま り言葉や 定式 を示
せば,自 己に還元して相手の意図を了解す るところに,日 本文化の独自性がある。
特にわが国は,暗 示表現の文化 を有 し,本稿の主題である 「境界」或いは 「仮構」 は,日本




さて,現 代は,建 築や都市 ・集落の深層に関わる文化事象に関心が高 く,それはB本 の文化
の基層に独特の空間感覚,或 いは場所に対する固有 な認識の仕方 を持っていることへの関心に
つながると考 えられる。
尚,建 築に関わる領域に於 いて,建 物 を構築 し都市 を建設する具体的な作業は,社 会制度な
どの内部構造に対応 して空間を分節し,あ るいは連続 させ,各 々の領域に一定の状態を与える
ことであり,そ の多 くの作業は,境 界を創設 し配置す る表層的構造の決定である。従って,空
間諸相 を論 じるうえで領域なる概念は不可欠であり,その領域を標示するには境界の存在が必
要 となる。 さらに境界は,一 連の属性によって,空 間 を文節 し,各々の領域に個別性 と固有性
を付与する役割を担 っていると述べてよい。
この空間や場の質的相違 を示す要素の一つ としての境界は,個 人に係 わる単位か ら国 ・郷な
ど全域 まで,多 様なレベルに於いて空間の構造や構築 と深 く係わる。
この様 な立場か ら,現代の均一的社会に於いて境界 を論 じることは,個 別性が求め られてい
る住環境や,均質化等質化の強い社会状況に対抗 し個別的で固有な魅力ある空間や場の獲得に,
さらには 日本文化の基本的構造を理解する上での鍵 となると考 えている。
2.境界の構造
当稿に於いては,日本 に於ける境界標示装置と空間や場の領域画定 との関わ りを中心に典型
的 と思われ るものか ら,い くつかの例 を取 り上げ,境 界に係わる基本的な構成原理 について考
察す る。
a)境界の時間 と空間
何 らかの意味に於いて異質な空間が接 したとき,そ こに境界が発生する。ここでは,二 つの
空間は相互に異質であ り,内 ・外いずれか一方が他方に向かって異質性 を排除し,隔離 し疎外
することに依 って境界は成立する。つ まり,この二つの空間は相互に異質であることが前提 と
なるから,こ の 「異質性」は境界の基本的構成原理であることを意味している。
このとき,「同質性」の高い内側から外側に 「異質性」を排除 して成立 した境界を 「内側から
の境界」,反対に外側か ら 「異質性」を境界の内側に隔離 した場合 を,「外側か らの境界」 とす
る。
他方,生 得的な境界というものは存在せず,境 界を創設するという行為がなれれば,境 界は
発生 しない。 これを境界の 「仮構性」 というのは,行 為に依 って生 まれたものは,行 為に依 っ
て消滅する可能性を秘めているか らである。従 って,境 界は絶えず崩壊の志向を内包 している
か ら,境界 を維持す るためには,意 図的な努力が必要 である。そのような意味に於 いて,境 界
は約束ごとの世界でもある。
このように概念 としての境界は,「異質性」と 「仮構性」とい う二つの基本的構成原理の上に




この空間や場の質的相違 に示す境界は,建 築的境界と装置的境界及び境界に依 って限られた
空間 ・時間領域 としての制度的境界に大別できる。建築的境界とは,容 易に動か しがたい構造
物であ り,恒久的に近い建築構造 を持ち,空 間を分割 ・分節 し境界を標示するという意味であ
る。具体的事例 として,お 土居,構,城 壁,寺 院山門等が挙げられる。
これに対 して,装 置的境界 とは,仮 設的ない しは可動的な装置を主体 とする境界であって,
その多 くは約束ごとの世界である。具体例 として,依代,注 連縄 立蔀,札,暖 簾,関 守石,
畳の縁等が挙げ られる。
さらに,制 度的境界は,イ エ ・ムラ ・村(行 政村)マ チ等,そ の内部に対して強固な約束を
持 ち,外部に対 しては,堅 牢 な意識上の城壁 を巡らせ,社 会意識上に結ばれた境界である。
制度的境界は,直接的に空間や時間 を限るものではないが,それが空間上に投影 されたとき,
家 ・村域 ・町域等有限の領域が現れ る。例えば荘園の四至 を限る榜示 は,榜示杭や榜示石だけ
でなく塚,独立した樹木,時には寺社の門柱等を目標に二点を結ぶ架空の境界線 を創設させる。
これ らの境界は,建築的なものだけでなく,む しろ建築的でないものの方が多 く,それ らの
装置に共通することは,人 々がその象徴的な意味を解す るこ とがなければそれらのほ とんどが
物理的障害物 とはなり得 なず,境界標示装置 として意味をなさないことに日本的な特徴がある。
処で,境 界がいずれの側に属するかを現実の次元で争えば,紛 争の種 となることは間違いな
い。従 って,境 界がいずれの側にも属さない とき,境界は次元を持たず,い わば無人地帯(no
man'sland)を現実次元に於いて標示する。折 口信夫 も,「昔は,地 域 ・村境 というものが,ひ
とつの,noman'slandであり,その向こう側には,ま た別の村があり,この村境 を塞の河原
と呼んだ と(1)」[折口信夫,1967:331～333]述べている。
さて,リ ーチの言 うように,全 ての境界が自然の状態に於いては連続的なものに対する人為
的な遮断であるとすれば,状 況が曖昧なnoman'slandの存在が認容 できなくなると,国境の
ような帯状 の境界は線的なものへ と尖鋭化 し,境界標示物は際だって鮮明化する。
又,我 々の時間と空間は,そ の存在様式によって範疇的(カ テゴリー的)時 間 ・空間と境界
的時間 ・空間 とに分けることができる。前者は,通 常社会的時間 ・空間 とよばれ,後 者は,境
界 自身が内包す る時間 ・空間である。
この空間や場所の質的な相違を示す要素 としての境界は,様 々な位相に於いて空間の構造 と
深 く関わ り,非 日常的(異常),無時間的,両 義的,周 縁的,仮 設的,聖 という一連の属性 を内
包する領域である。
尚,そ れらの属性が,社 会的時間 ・空間(範 疇的時間 ・空間)の もっている日常的(正 常),
時間制約的,一 義的,中 心的,世 俗的 といった一連の属性 と対応関係にあることは説明を要 し
ないであろう。
範疇的時間・空間は,ロ ゴス(理性)の支配下にあることは明かであ り,ロゴスの働 きによっ
て,わ れわれは世界 を認識 し分類する。従 って,カ テゴリー的世界の支配原理は 「異化或いは
差異の原理」 といえる。他方,境 界的時間 ・空間は,想 像力の支配下にある。境界が ロゴスの
支配外にある以上,境 界を形象化で きるのは,想 像力或いは構想力である。 リーチは,我 々が
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この ような想像力 に よって,境 界 とい う精神 的 な所 産或 いは心的 な世 界 を,時 間 と空 間の なか
に外在 化 し形象化 させ るのは,あ る種 の恒久性 を欲 す るか らであ ると述べ てい る。
さらに リー チは,境 界 のイ メー ジ をオ イラー ・ダイア グラム を用い て説明 して い る。「それ は,
Aと い う領域 とnot-Aと い う二つ の円 を用 いて表 し,領 域 の重 な る部 分 を両義 的境界 帯(2)」
[LEACH,1964:39](ambiguousboundaryzone)と名付,そ こは聖域 であ り,タ ブーの対
象 となる領 域 であ る と言 う。つ ま り,Aとnot-Aの 重 な る部分 は,此 岸 と彼 岸 を分離 し連結す
る境界 ゾー ンであ り,宗 教 的儀礼 は この境 界上 に現 れ ると記述 して いる。
この こ とについ て,竹 内芳郎 は 『文 化 の創 造の ため に』に於 いて,「世 界は それ 自体 は じめ ど
こに も境 界 を持 たず,あ くまで無定型 の連 続体 として存在 してい るか ら,文 化が その うえに強
いて境 界線 を引 こ うとす る とき,ど うして もその線上 にどっちつかず の両義 的 な存在 が生 じて
しま う。その存在 をその まま認 めて しまえば,文 化の秩序 は全的 に崩壊す る危険性が あ るの で,
文 化 はこれ を抑圧 す るほか な くな る。 それが 〈タブー〉 の最 も根 元的 な記号学的 意味 であ り,
逆 に境 界 を曖 昧にす る行為 の方は,〈 ケガ レ〉とされ るわけ だ」と記述 して いる。 さらに,境 界
の空 間構 造 につ いて,リ ー チは,「構 造的 な次元 に於 いて,そ の ような舞 台(境 界)の 構成分 子
は高度 に標準 化 されてい る。 そ こには三 つの本 質的 な構成要 素(境 界 を構成 す る三 つの界域)
が あ る」 と述 べ,第 一の界域 は,「聖 所」(theshrineproper)カトリッ クの教会 では,祭 壇に
あ た る。 第二の界域 は,「儀 礼参加 者 の集 まる場所」(theplaceofassemblyofthecongregat・
ion),祭壇 柵の西側 まで の会 堂 の全域 。第三 の界域は,「中州 の界域」(areaofmiddleground),
祭壇 と祭壇柵 の間。司祭 と僧 職以外 は立 ち入 ることが 出来 ない領域 。
これ を,我 々 の宗教的 空間 に当てはめ ると,例 えば,密 教寺院 では,第 一 の界域 は,仏 像 の
安 置 され る須彌壇 であ り,第 二の 界域 は,在 家信者 のため の外 陣。 第三 の界域は,仏 前の 内陣
にあ たる こ とは容 易 に肯首 で きよ う。
内陣 と外陣 の間 には,結 界格子 が設 け られ,僧 侶 は第三 の界域 に あって,両 義 的な存在 とし
て神 仏 と人間 との仲介者 の役割 を担 ってい るこ とも明 らか であ ろう。
時間 的境界 につ いて,リ ー チは これ をnoman'sspaceに対 応 してnoman'stime(無人の
時間)と よんで いる。 この時 間は,い わば社会 的時 間 としてカ ウン トしない と言 う意味 の時間
であ る。 一週 間 を単位 とすれ ば労 働 日に対す る日曜 日,一 生 を単位 に とれば,誕 生,子 供 か ら
大 人,未 婚 か ら既婚へ と一つ の社 会的状 態か ら別の社会的状 態へ たえず移行 してい く。我 々は
その ような状 態の移行 の時期 を 「節」 とよび,時 間の境 界 を越 える毎 に様々 な儀 礼 を行 う。 ヘ
ネ ップ(ArnoldvanGennep)は,この よ うな境界 を標示 す る儀礼 を 「通過儀礼 」 と名付 け て
い る。 この とき,通 過の儀礼 が複雑 で あれ ばあ るほ ど,境 界の種類 と数 は多 くな る。
b)聖領域 と神観念の形相
我国の境界の多 くは,神聖付与に依 って成 り立つ場合が多いのだが,そ の聖領域の設定には




との相違を指摘 し,さ らに 「神たちは自己の存在の輪郭 を,森林や社殿や神体,そ してときに
神像などさまざまの隠れみのを媒介にしてその黙示的性格 をあらわしてきた」 と述べている。
日本の神々は,不 可視 な存在であ り,神々のアイデンティティも明確 でない。つま り神の身
体や内面に光 を当てるのではな く,神の存在 とその輪郭 をいわば無化する事により記号化 し抽
象化する。従 って,神 の顕示は唯一絶対のものではなく,見 えざる深さにその象徴性 を求めて
いる。例 えば,多 くの寺社に至 る道が,屈 折 し,僅かな高低差 とか樹木の存在が,到 達点への
際立った演出であって,鳥 居や御手洗いの清流等はこうした到達の儀式のための要素に他なら
ない。つまり,垂直性ではなく,水平性 を重んじる演出であって,多 様 な要素による重畳性が
日本独特の構成パター ンを生んでいる。
西欧の場合には,自 己領域の内に宇宙の 〈中心〉を設定 し,場所の聖化 を行い,不 安 と危険
か ら自身を救済するものとして,或 いは自己領域 を避難所 とし,楽園たらしめた。 それは,大
聖堂 を中心に,強 固な人工的都市囲郭によって危険から自己を守るという境界形成が挙げられ
る。このことについて,槙 文彦氏は,『みえが くれする都市』に於いて,「寺社や塔 をその中に
持ち込むことに依 って,都市その ものが世界の中心であるという思想に発展す る(4}」[槙文彦,
1980:42]と述べ,さ らに,「中心はそれが世界軸の位置を示すことに依 って,直 ちに天を結ぶ
垂直性の存在 を強調す る」 と記述 している。
ところで,西 欧の一義的な概念 と比較 してみると,領域に係わる日本人の意識深層に潜む基
本的な空間認識の手法は,二 つの対立するものを比較 して理解する傾向がある。つまり,内部
と外部,彼 岸 と此岸,天 上 と地上,地 上 と地下,天 国 と地獄 といった空間的対比か ら,聖と俗,
浄 と汚れ,ハ レとケ,生 と死 といったいわば機能的対比など様々な概念が表出されることに注
目される。この対立す る二つの世界を,相互に関係づけそれぞれ重な り合 う部分が,境 界であ
る。その境界領域は,極 めて暖昧な 「どっちつかずの状態」であって,そ こを人が通過すると
きは,常 に象徴的な儀礼が伴 うことになる。
さて我国に於いて,境 界領域に関する事象は,境 界標示装置に神聖 を付与す ることによって
成立することが多 く,そのほとんどは神仏習合の形態 を採る。 しか し重層信仰(シ ンクレティ
ズム)の 一つ とされる神仏習合は,近 世初期,キ リシタンの禁圧 と並行 して幕府権力の手で実
地された宗門人別改め と,それに発 した5人 組及び檀家制度の確立で,日 本人はすべて仏教徒
ということで完結する。
だが注目され るのは,伝 来の神祇信仰の基幹 をなす伊勢神宮が,明 治初期 まで僧形法体の も
のの社頭への直接参入を拒んで来たのは隠れもない事実 であって,わ れわれ 日本人の宗教生活
は,早 くから仏教 を基本 とされて きたが,そ の内部には,神 祇信仰 とか祖先崇拝 と呼ばれ思想
的には仏教受容以前 と呼んでよいような信仰基盤がある。
この神祇信仰の基層に関わる記述 として,『古事記』の出雲国の国譲 りに係わ る天孫降臨談に
は,建 御雷神が 「出雲の国の伊耶佐の小浜に降 り到 りて」 とあ り,また 『日本書紀』神代巻下




は出雲平野の中心部に天降 りしたのではな く,「小浜」「小汀」 という渚である出雲国の境界領
域に降臨 したことである。
さらに,墳 覆杵尊の天孫降臨 「天磐座 を離ち,ま た天八重雲を排分けて,稜 威の道別に道別
きて,日 向の襲の高千穂峯に天折 り」『日本書紀』。伊邪那岐神が黄泉国から帰還 して積れを祓
うた 「竺紫の 日向の橘の小門の阿波岐原」。撰者不詳の 『先代旧事本紀』には,神 武天皇の頃,
饒速 目尊が天つ神の詔をうけて天の磐船 に依 って河内国の河上にある 「障峯」に天降った,と
す る記載がある。「小門」は河 口 ・湾 口あるいは海峡に接する地であり,「障峯」は,海 と陸の
境にあたり神の天降 りの場でも在 るから,地 理的には正に境域である。これらは,人 里離れた
山頂の磐座 ・磐境の神が降するのに対応す るが,そ れは神の意志で高 く見立つ処 に懸 りつ くと
云 うよりは,む しろ人間の側が神に対する畏敬の余 り,人界か ら遠隔たる山中に退 り代 を措定
したと述べてよい。
この 『記紀』の神話に見 られる神々の降臨は概して領域の周縁に比定される処 であって,こ
の ような記 憶による境界の構成は後世に到 るまで連綿 と継承 されてい く。即ち神仏 と関わ り天
界 との連絡 口として捉えることが出来る垂直軸を想起できる場は,辻 ・門前 ・墓処 ・河原 ・市 ・
森 とい う村境や山の辺 ・川の辺に比定される周縁の地である。
ところで,神 霊の往来す る通路の設定は世界にほぼ共通するものだか,こ れを樹木で表象す
るもの もあ り山で表象するもの もある。
西欧では宇宙軸は大地の中心に立っていた。それは天界とも地下 とも結ばれている特別 な地
点であるから,人 々は神秘なる聖地 と考え,文 化的 ・政治的中心 をその地点に措定 した。
しか し日本では,中 心か ら遠隔なる地に宇宙軸が措定 され,し かもそれは自然なる海,山 で
あった。後述す るが,日 常生活に近 いところに宇宙軸 を設定する場合 は,故 意に朽ち易 い,即
ち 「仮設」の依 り代を設ける。それらが生活の場に常設されないのは,神 への畏敬の余 り常に
神 を天界のものとして神 と人は厳格に区別 されていたからであって,心 の御柱や伊勢,春 日等
の式年遍宮に見 られる様式の永遠性保持 と同根の思想である。
尚,領 域 と境界の最 も基本的な構造は,有 限で定型的に秩序ずけられた 「自領域 ・内部」 と
無定型で混沌 とした 「他領域 ・外部」の二項対比に よって説明され得 るが,当 項に於 いて 〈内
部〉とは,信 仰や祭祀に根 ざす 「意識」の創 り出す境界に囲まれた領域 であ り,〈外部〉は,そ
れ以外の異界(天 界 ・常世 ・根の国 ・黄泉国 ・此岸 ・他界)や 隣接村落 を包括 した概念 として
の領域である。
この事については上野千鶴子氏 も 「… 〈内部〉は 〈外部〉 と触れることによっては じめて,
境界を自己意識化 し,…… 自己自身を定義する。集団の自己意識の成立は,つ ねに 〈外部〉の
発生 と同時にある(6)」[『〈外部〉の分節一記紀の神話論理学一』体系1985:仏教 と日本人]と 述
べてお り,〈外部〉意識に基づ く境界画定による領域の自立を説明している。また,様 々な社会
的 ・祭祀的秩序が構成する中に於て,集 落内秩序を 〈内部〉 とし,そ れを取 り巻 く自然的 ・霊
的世 界を 〈外部〉 とす る空間認識が構成されていた と考 えられるのである。
我々の意識深層に潜む基調概念 としての神霊は,「神奈備の御室」に籠 り,海辺に神 が来臨す
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るというように,山 岳 ・岩石 ・湖沼 ・島 ・樹木等の 自然物に関係する祭祀からも,自然に聖性
を認めてきたことで明 らかである。
神が 〈外部〉にいるという観想は,原 始信仰に発 し,『古事記』『日本書紀』の国土創成に於
いて,も ともと 「伊邪那岐」「伊邪那美」の二神が 〈外部〉の表象である高天原から降臨 したと
い う心象によっても首肯 されよう。 日本では元来,〈内部〉に聖領域 を位置づける概念は一般的
でなかったのである。
さてこの 「内部 と外部」を端的に示すもの として,節 分に於ける 「鬼打ち」が挙げられる。
この由来は大晦 日の晩に悪霊 ・邪鬼 ・疫病 を追い払い,新年の幸福 を招 き入れるという古代中
国の追灘の儀式にまで遡るが,「鬼は外,福 は内」という唱言にて家々か ら駆逐 された鬼たちは,
一体何処へ行 くのかとい う初源的な疑問がある。一般には,日 本の 「イエ」や 「ムラ」には幾
つ もの出入口があり,それぞれの場所には境の神が祀られ,鬼 たちはこの境界の外へ追い払わ
れると説明されるが,日 本人の伝統的な考 え方によると,外に駆逐 された鬼たちのいるイエや
ムラの境 を越 えた向こうは,イ エやムラの 「隣」ではなく単に 「外」 とい う異界に過ぎず,大
切な 「隣人」ではな く見知 らぬ 「よそ もの」 ということになる。
「虫送 り」の行事について も同様の事が謂えるが,こ の様に人々は,同 質な空間が自分の回
りを取 り囲んでいるのではなく,異次元 とも言える異質な空間を想定 し,その異質な 〈外部〉
たる空間に悪 しき存在 を追放するのである。
しか しそれとは逆に 「福は内」に表象 される様に 〈外部〉に神の霊威を求め,祭 ることによっ
て異郷か ら至福 と豊穣をイエやムラに引 き入れるという意識 も併せ持つ ことなどから,〈外部〉
概念には両義性 を備 えていると言える。このことについて,A・ ファン ・ヘネップ も 「文明の,
その程度が下がるにしたがって,聖 界が俗界を支配す る度合が強 くなる。(7)」[Arnoldvan
Gennep,1977:16]という。つ まり 〈内部〉たる共同体の繁栄 と豊穣 を支えるのが 〈外部〉の
世界なのであり,共同体内に起 る至福や災厄などは,総 じて 「和」・「荒」 とい う神の二面性に
帰結する。
この両義的な神の性質 と,〈外部〉を観る眼に畏怖 と期待が同居する日本人の意識は,〈外部〉=
カミとい う図式 を成立させ る。
先の上野千鶴子氏も 「…カ ミは 〈外部〉にいるものであり,〈外部〉がカ ミなのである。カ ミ
はたまさかの避道によって 〈内部〉 と触れるだけのものであ り…」 と,共 同体 〈内部〉に帰属
する者か ら観た 〈内部〉観 を指摘 している。そ して,こ れら 〈外部〉=カミが 〈内部〉に引き寄
せ られ接触する契機 となるのは,《祭》であり《市》である。従って祭場や市立の場が,〈内部〉
と 〈外部〉の接点 ・境界の地に比定される由縁である。
祭場や市の初源的発生場所が辻,門 前,橋 溜 まり等の水部,山 の辺などであ り,神が周辺に
降 り立つ意志 と一致する。
さて 『延喜式』に記 された宮廷追灘の儀式では,「概悪伎疲鬼(け が らわしきえやみのおに)
に対 して,「千里の外,四 方の堺に出て行 け(8)」と陰陽師の述べ る言葉がある。 この四方の境 と
は,東 は陸奥,西 は遠値嘉(五 島),南は土佐,北 は佐渡 と指定 している(巻16)。
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これは古代貴族の国土感 と異形嫌悪感 をよく示 していて,国 家に とっては,こ の四方の堺よ
り向こう側が 〈外部〉たる異界と認識 していることなる。 また,送 蛙の式は,『芸藩通志』巻四・
風俗 に,「送蛙(いなむしお くり)の式,又 さまざまあ り,大抵神祠にて,穣 蛙の祓を修 し,藁
人を作 り,く さ馬に乗せ,こ れ をさぬ もり(実盛)と 称す,お もふに,蛙 虫の頭,墨 もて染る
に似 たる故なるべ し,小竹 を似,田 毛の上を掃ひ,さ てかの藁人を先にたて,旗 幟を樹て,鐘
鼓 をうち,人 々呼で,さ ばいさね も送 る,と いひ,川 に流す,或 は炬火を多くとぼ し送 り,又
空銃 を放つ もあるなり(9)」とある。
それはいわゆる民間での虫送 りの習俗にあたり,これ らが揚れや厄災を能動的に 〈外部〉へ
放遂す るのに対 し,「八幡疫神斎」について,『神道辞典』では,「延喜臨時祭式云畿内の解十所
に疫神 を祭 る。山城河内の堺にあ りと云 う,諸神記云前朱雀八神男山石清水の畔に封え。九条
より五条坊門に至て,19町の内を擁i護すると云 う。(lo)」とあ り,また,「道饗祭」(四角四境祭)
は,京 都の四隅の道上において,八 街比古 ・八街比売 ・久那上の三神 を祀 り,そ の活動 を封 じ
て京内に悪霊や悪疫が入ってこないようにと祈願した祭 りであ り,〈内部〉の潔斎を意図するの
は同 じだが,〈外部〉か らの邪気邪霊を防御するという,受動的な方途による違いが見いだせ る。
即ち,神 事に於いては,当 然の事なが ら,能動的な邪気追放の祓襖の儀礼,そ して受動的 と
も言える潔斎域の画定により,〈内部〉〈外部〉の対比化が画然 と行われていることを意味 して
いる。 この時,潔 斎域の画定が四隅の 「点」で行われるのは,道 切 りなどと異なり,邪霊の放
逐先 を水平事象内だけに措定 しているのではな く,先の周縁に降 り立つ神々と同様に垂直事象
への志向をめざす ものである。
さらにそのような非 日常に於 いては,潔 斎域は神 の場であるから,そ の 〈内部〉は,「聖」と
しての 〈外部〉性 を負 うていることなる。
このように,〈内部〉の外側に位置する 〈異界〉の存在は明らかであるが,〈異界〉は,空 間
的に位置 を持 たず,空 間意識の構造内で場 を持たないとい う領域である。 さらに 〈異界〉は負
のイメー ジだけでなく,特別 な霊力を持つ場所 としてのイメー ジもある。〈異界〉は,死 の領域
であると共に,再 生の霊力を持つ場所 と考 えられている。つま り多くの儀礼で,擬 死再生の場
が山中や聖 なる場所において行 われるのは,〈異界〉であることが主要 な理由である。
c)仮構の形相
我々の集落調査 において,祭 礼調査 を重要項 目と位置づけているのは,非 日常である祭礼空
間に最 もよく境界事象が発現されるか らであり,境界事象 を通 じて集落の空間構成 とその特性
を外来者ににも明示 して くれ るからである。
ここでは,主 に祭場 と境界構造 との関わ りについて考察する。
祭祀儀礼 に際しては,神 の降臨あるいは渡御によってその顕現 にあたる場は聖性を示 し清浄で
あらねばならない。それが祭場であ り,また神輿の道中である。それは神に関わる時空であ り,




つまり,両方 とも異界性 を顕す時空でありながら,そ れは前者 が清浄ゆえ,後 者が不 浄ゆえ
だからである。ここでは,穫 れ と関わる聖の両極性が窺われ,そ の観念は異界の両義性 に帰結
す る。
さて祭場の成立は,日 常 と異なり祭場が聖なる異界へ と変位す るために,潔 斎域 を画 し境界
が形成されねばならない。その為,邪 俗 を放遂すべ く様々な呪術 が行われ境界標示装置が創設
される。一般に潔斎域 とす るのは,日常に神域 とされる領域 で,そ の境 に注連縄が張 られ幟が
立てられるが,古 くは,日 常の全生活領域 〈内部〉の浄域化 を明瞭に標示すべ く,〈外部〉へ通
じる全てので入口に注連縄 を張 り巡 らしていた。だが,神 霊 が 「神奈備 の御室」か ら人里に降
臨 し,神が社殿に常住するようになると,社殿の正面や建物 の入 口に注連縄が張 られることに
よって,全 域の潔斎 を代表標示する形式に変化する。
つまり,神が社殿に常在 し,祭 の場所の固定化がなされて きた所似だ と言われる。 しかし注
連縄が二本の柱の間に掛け られるという形状 と,樵れが空気伝染 によらず水や地面を媒介 して
伝播す ると認識されることなどか ら,水平事象内で意識 され る境 界標示 と言え る。
これに対 して注目されるのは,「立てる」とか 「刺す」といった 点定に よる境界標示 と祓綾で
ある。それは,強 固な障壁で囲 うことをしない日本的な空間認識性 に由来 し,垂 直方向 と水平
方向の意識に根ざすものである。従 って,潔 斎域の標示は,水 平 的な「結 い」,垂直性 を包有す
る 「立てる」「刺す」に類型化される。
柳 田国男が 「標」(シメ)について 「標 とは本来境の木のこ とで あ り,標 の通例の多 くは,立
木であった('1)」[柳田国男,1962:160]というように,「たてる」ことに よって結界 占地 を表象
するものには,諏 訪大社の四本の御柱が想起される。また 「柴刺(挿)し 」「棚立て」の神事 も
やは り斎 串を 「立てる」ことによる標のひとつで,「斎刺」とも同義 とされ,忌 の木 を境の地に
刺 し立てることで,そ れよ り内が祭 を営むに相応 しい潔斎域 にな ると考 え られた。
宇佐八幡での柴刺 し神事は,二 月と十一月の初めの卯の日の大 祭か ら七 日前,即 ち酉の 日の
夜中の二時ごろに,四 十五本の榊の木の斎柴 を諸所に刺 して歩く儀 で,こ れが致斎 と称 される
ことか ら,重 い物忌みの開始を意味している。
信州の穂高神社に於る境立ては,こ れ も四方各十町ほどの境の 端に,榊 の木 を立てる儀式で
あ り,石上神宮の榜示凌の神事 は,旧 暦九月一 日,氏子郷中の境 界 を改め,邪 霊の進入 を防 ぐ
ための神事 だが,も ともと榜示杭 を立てた境の溝を凌えるという神事 であった。
これらの 「立てる」ことによる祓襖 と結界占地は,柳 田氏が 「地鎮 の為には即ち柱 を立てる。
況や神の為の清浄の地を取分けたんとするには,此 類の言己号 を明 らかにす るは尤 も自然のこと
で,其 結果 として神が柱に退ると考ふるに至 ったか,或 いは神は,喬 木の頂 に降 りたまふ と言
う信仰から,其 地に高いものを立てるに至ったかは容易 に決 しか ね るとして も,柱 の起源が折
口君の所謂標山に在ることは争はれまいと思ふ」 と述べ てい るよ うに,柱 の信仰 的な意味を確
たるもの として境界標示がなされたと考えられる。即ち,榜 示され る榊は,榜 示杭 を意味 しな
が ら一方では 「神離」 をも意味するのである。
訪れる神にとって必要な印(シ メ目印)は 標であ り,まさに榜 示榊 は,異 界 よ り訪れる神の
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目じるしとなり,此界で神の場たる潔斎域,即 ち異界性 を発 露す る時空 を画定す るのである。
そして,先 にみた ト定 した地のす ぐに 「似=木 綿一繋=賢 木一立二地四角 」のであ り,木綿 を
っけた賢木は,元 来神霊の葱代 または神体その ものであったが,こ こでは 「標」 とも表現 して
いるように忌むべ き所,一 切の汚稜 を近づけない地の 「標」 を意味 してい る。
この潔斎 された地が四角い 「標」に拠って構成 され るのは,や は り隅に神霊が籠 るという観
想が首肯でき,依 り代 として 「立てる」ことの垂直性 と四至 い う水平意識 が併存 した空間構成
が窺 われる。これらは,聖 なる祭場の内側から結界することに依 っての空間 ・場の創設である
か ら,「内側か らの境界」を意味している。
他 方,榊 の 「囲立て」とい う祭事がある。『年中行事辞典⑫ 』の記述に,石 清水男山八幡宮で
正 月18日から行われる祭事,道 饗祭 とも云い,男 山山麓の頓宮の前に八角 形に竹を立て,南 の
一方 を開いて入 口とし,そ の左右 に忌竹 を立てて注連を張 り,八角形の中に青柴垣 を設け中心
部に榊の枝で内青柴垣を作 る。さらにその中央に清砂を盛って神離 を立て る。古 くは,頓 宮前
に榊数千本 を立てて青山を作 り,四方の厄神 をこの中に封 じ込め,19日の子の刻,中 央には大
幣,左 右 に16本の弊 を立て,参 拝人は厄払いの木札 を青 山の中に投げ こんだという。
『神道辞典』では,「昨正月18日宿院頓宮前に榊数千本立て是 を青 山とい う。同夜子の刻,宮
守座 の神人,各 内背に榊 を囲立,参 詣 るの人の年齢支干 を小木札に記 し,こ れを榊の囲立に投
ず。伝云古 しへ,こ の榊 と木札 とを焚いて嬢ふ と云 う。榊 を囲立,神 人 を背灸家 という。」とあ
り,これらは榊を囲い立てた内側が,「清浄」な神の時空ではな く,逆 に厄霊の 「不浄」を封 じ
込め る場 とな り,前者に対 しては負性 を示す と同時に,「外側か らの境 界」を意味 している。そ
れらは,ど ちらも異界性 を発現するものだが,そ れは,異 界=〈 外部〉 の聖性に於いて,神 聖
と卑俗 という両義性に基づ くものである。
3.仮設 の諸相
「仮設」とは,「実際にはないことをあることとす る」と語義(広 辞苑)が 示すように,あ る
種の 「象徴」が作用することによって,特 定の時間だけ特定 の価値 を持 ち得 ると考えられ,そ
れはいずれの時でも任意に設け,任 意に取 り払 うこ との出来 る空間であ る。
広義には,神 事や祭礼時に於て,非 日常的な界隈空間が演 出されるに際 しての多様な装置,
注連縄,白 藍,幕,垣,柱,桟 敷,仮 屋などの空間的装束 としての舗設は,総 て一時的な 「仮
設」 と想定できる。
日本に於ては,自 然が異界に通ずるもの,或 は異界その ものとして見立 てられ崇敬の対象 と
なるが,そ の異界 を此界に於て表象するには,自 然 「その もの」でなされ るのが本来的である。
だがそれ以外の場合は 「仮設」の形式を取 る事が多 く,それが常設た り得 ないのは,異 界 と此
界または神 と人 とは,画 然 と区別される秩序の もとに意識され認識 されて来たか らと考 えられ
る。つ まり目に見 えない神々を自然物(磐,特 定の樹木,森,神 体 山)か ら神の御霊代 として




我国の神は,原 初的には社祠の中に神が常在 していたのではなく,季節毎に来訪す る神(去
来神)が 本 旨であった事 はよ く知 られている。その遺風 を示す神社祭祀の一つに,上 賀茂神社
の御阿礼神事がある。
座 田司氏は,『日本祭祀研究集成 ・四』に於いて 「上社の本殿は天武天皇の六年に造営 された
と称す るが,そ れは神の常住鎮座 されるいわゆる神殿のなかった…,当 時はその殿舎の前後に
扉を有 し,祭事の場合 その双方の扉 を開いて,殿 内に於いて祭祀 を斎行 した。すなわち遥祭殿
の形式 をとっていた。これは神 山を神体 山とし,別雷神は常に神山に鎮まり給うという概念の
下に祭祀が行 われていたためである。…,そ れが時代の降下 と共に自然に変更されて遥祭殿は
本殿化 し,後 ろの扉はこれを廃 して破 目板 となし,そ の外側に扉形の板が取 り付け られて,扉
のなの こりを止めるのみ となった。…,以 上の社殿の変遷 を前提 として,御 阿礼祭の行事につ
いて考察するに,最 初は神幸の行事はな く,祭事神振 り等はすべて神 山の麓の神原で行われて
いたのであろう。然るに神幸の行事 を必要 とするようになったのは,恐 らく天武天皇が現在の
地に社殿 を造営せ しめ られて以来の事であろう(13)」[座田司,1966:216]と記 している。
つま り,加茂祭は御阿礼祭の神霊降臨の儀がなければ成立 しない祭祀であって,本来神座は,
空である事 を示 し,御霊代 を奉安 しない空座法の奉斎形式をとっている。
今 日に於いても,滋賀県三上神社には本殿後房を実見できる。同様に,垂 水稔は 『結界の構
造』に於いて,滋 賀県朽木村調査に係わって 「現在でも神社の社務所に相 当する建物は,カ リ
ヤ(仮 屋)と 呼ばれてお り,神社本殿の付属建物がカ リヤ と呼ばれるようになったのは,神社
本殿が設け られ,そ こに神が常住 ようになって後の事 と考える。それ以前には,神 を奉斎する
に際してその都度仮屋 を設けて神 を迎えたもの と思われる」 と述べている。
従 って,カ リヤの恒久建築化の理 由は,訪 れる神の事情ではなく,人間側の都合に依ったも
のであ り,ム ラ境の神社の建物は,会 所 としての機能を併せ備 え,ム ラの社会生活の必要性か
ら設け られたものと考 えてよ く,此の時点で神を奉斎す る仮設のカ リヤから,神社本殿 となる
事 を意味 している。つまり社殿信仰 の始 まりである。
さて,崇 敬の対象である 〈自然・そのもの〉か ら,御霊代 として象徴,具 体化される事物 〈神
離〉について,『賀茂太神宮注進略記』に,「ミアレ」 として記述 されている。上賀茂社の背後
の神 山をミアレ山と呼び,昔神が降臨した岩があ り降臨石 と称 し,『源氏物語河海抄』には,賀
茂祭 りの前 日に垂　 (降臨)の 石の上で神事があ り,これをミアレと呼ぶ とある。
現在 もミアレ神事は,古 式のままに夜間の秘儀 として行われ,こ れは神賀茂社の神体山であ
る神 山の山頂 と本社 を結ぶ一直線上で,上 社の北方約八百メー トルの丸山の麓台地に設けられ
た御阿礼所 より神 を迎える儀式である。
ミアレ所 は,四 間四方を画して松 ・檜 ・賢木などの常緑樹で作 った青柴垣をもって囲い,中
央に約四尺の杭 を打ち込み,こ れに神垂 を伏 した榊 を立てる。 これがアレ木で,そ の根元より
前面,即 ち南側に長さ四間の松丸太の先端に榊の枝 を多 く結び付けたものを二本,斜 上に向け
て扇型にだす。 これを休間木 と称す る。青柴垣に囲 まれた 〈神離〉には藤蔓の皮で作 った径 四
175
明治大学 科学技術研究所紀要VoL36No.12
寸ばか りの円座様の物を十数個取 り付け,こ れを 「おすず」 と称する。
また 〈神離〉の前面には葵 と桂の蔑を飾 り付け,さ らに神離の前には左右に円錐型に砂を盛
り上げる。 これが ミアレ所の概要であるが,神 を此界に於て迎える場は,あ る特定の時を限っ
てこの様な舗設 をしつ らえるのである。
周知のごとくこの様な神幸祭は,元 来 ミアレ神事のように,磐 座や 山宮から里に近い辺 りの
祭場に神 を招 ぎ迎 える行事であ り,集落背後にあって水 をもたらす山(神体 山),村の生産に加
護を垂れ給 う神の坐す世界として異界=〈外部〉が此界に 〈仮構〉=社殿 として営まれて,神 の
常在 を請けお うことが一般化す る。
この時代の祭礼は,里 にお旅所が設け られて神々が神幸 し,村人はそこで神威の甦 り,神霊
の復活再生 を願 った後本社へ還御する。 この去来信仰に見られ るお旅所 も 「仮設」であ り,此
界にあって異界性 を標示する空間と述べてよい。ここにも 「仮設」の意味が窺 われる。
即ちこれらが常設たりえないのは,「仮設」が神の場で,異 界 を意味するからであり,ま さに
此界に於て幻想 された非 日常的な時空の故である。
この様な空間が常設 となった後では,神 の世が此界に実在す ることにな り,たちまち異界と
しての幻想 ではなくなって しまうことを意味 している。此界に定位 した社殿は本来神の世の形
象化であ り,それを 〈仮構〉 といったのはそのためである。
また,『万葉集』に謡われた 「神奈備 の御室の山」は,山 を 「神の霊のこもる室」に見立てる
表現だが,そ うした自然崇拝は,三 輪修験道書である 『三輪大名神縁起』(1318)に窺 われ,大
和の三輪山は山その ものが神体だったのではな く,神祭の度毎に自然木 をもって神霊の籠 る輪
形の神離 を立てて社殿 としたもので,山 は 「屋代」 として神聖視 されたことが考察 される。
その 自然木 として仮設 された 〈神離〉は,五 木の枝 を輪形に立てて中心に三霊木を立てた,
神離の依代木である。 ここでは,無 窮なる山のあり方 と,「仮設」としての自然木の対比が窺わ
れよう。
高岡市郊外の二上神社の例は,二 上山の鞍部に鎮 まる神が里に降臨するにあたって,山 麓の
社にそそ り立つ大杉の下に 「山」 と称する祭壇 を飾 って神 を待 ち受けるが,こ こでは杉に影向
した神 を 「山」でもてな して後,二 上山へ還御の時刻になると 「山」 を取 り壊すのだから,や
は り 「仮設」である。
形態は異なるが大嘗宮の 「標 山」についても然 りで,こ の様 な例は枚挙にいとまがないが,
総 じてこの様 な 〈神離〉の しつ らえは 「仮設」である。
つま り 「仮設」は神の場であると同時に普段近づけない神の世 を此界に仮構 して,人 が神に
接 し得 るような機会 を設けた時空なのである。逆に神はあ くまで此界にいるものではない とい
う概念を現れ ともいる。
さて,こ のような此界における神の御座 として 「仮設」される 〈神離〉 または潔斎域が,総
じて四方形による四至榜示 を意識 したものであるのは,方位の観念 との係わ りを示唆 している。
もともと場 を浄化すると観想される竪物を置 く場所が領域の四角であるのは,神 降臨 と水平方
位 の関係性によるのであって,先 述の多様 な事例に よって確認される。
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さらに大嘗祭 『貞観儀式』の大殿祭儀に依れば,殿 の四角に玉または木綿を懸け,さ らにそ
の角に米,酒,切 り木綿を置 き,祝詞を唱えている。つまり,これ らの場所は 「御門祭」のい
う,「天のまがつひ」に神が来臨す る場所,「四方四角」に対応しよう。四本の篠竹 と注連縄に
依って構成 される神域や神相撲の場,神 楽場 など四本の柱立てによって画定された領域の四角
には神霊が参与すると考 えてよい。
また,一本の柱立てに始 まる一連の空間意識に於て,柱は神の招 ぎ代 として信仰性 を担う(垂
直性)と ともに,場 の領有 と台地の久遠性 を表現 し,水平的展開の基点となるものである。こ
のことについて,岡 田精司は 『古代王権の祭祀 と神話』に於いて,皇 大神宮の三節祭 ・9月の
神嘗祭及び6月 と12月の月次祭における由貴大御撰が,内 宮正殿床下に供 えられることに注 目
して,心 御柱が伊勢神宮の最初期の 〈神離〉 であり,後にその上に正殿が建て られた と述べて
いる。
さらに,神 社正殿が古代の高床倉庫を基本 とした建築形式であることに関連 して,神 社祭祀
の本質について 「稲倉 と神簾の結合が神宮祭祀の中心になっているものである(14)」[岡田精司,
1970:第II部]とも述べている。 さらに氏は,古 代の高床倉庫の床下で出挙稲 の収納や兵士の
集合に利用された例があると言 う推定を踏 まえて,稲 魂 を納め る倉庫形式の社殿の(倉 下)つ
まり床下が祭場 としての機能を持ち,そ こに一本の 〈神離〉を立てたと考察された。さらに 「止
由気宮儀式帳」の神嘗祭すなわち九月例十六 日の条 「懸税神事」(かけ じか ら)・神郡から奉 ら
れた稲が,玉 垣に架け並べ られたとあ り,このことか ら,儀式帳の頃には,「懸税」は税を意味
し,ま だかなり内実を伴 っていたことを示 している。
すなわち,古代倉庫,そ の 「倉下」での種籾の出納に関す るなんらかの儀式の名残 りを示 し,
神宮の神明造が倉 を原型するということは,単 に形の問題 としてでなく,神社建築の成立に関
わる内的かつ具体的な問題であることを示 していることに注 目される。 つまり,床下祭祀 と
床下祭儀の型は似ているが,外 宮は,食 物神 としての祭神の性格から,稲倉の祭儀が根底にあ
り,内宮は,鎮 座の伝承から察さられるように,正 殿成立以前の 〈神擁〉祭祀 を基本 として成
立 していることになる。
このように一本の く神離〉を中心 とする祭儀から,直 ちに正殿建築へ結びつけ るのは無理が
あるが,そ の中間として,仮 設的な祭儀の場が設け られたと推定 され得る。
今 日に於いても形象されている大嘗祭,及 び伊勢神宮だけでな く,春 日大社 を始め多 くの古
代神社が,奥 宮から里宮への神の移設と関わって式年造替 を行っていたことは,社 殿建築の始
まりと密接に関わっている証 であろう。
ところで四至 を榜示 した空間は,そ の内側の潔斎を意図すると同時に,神 の場 としての 「異
界」を示 していて,この形態は多くの舞踊空間に も認め られる。こうした観点か ら次に,「仮設」
と異界性の問題 として舞踊空間を取 り挙げて考察する。
b)異界としての舞台
祭儀に於て行われる様々な芸能の場 として舗設され る舞台 もまた,多 くの場合 「仮設」であ
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る。「俳優」(わざおぎ)に際 して神がか り状態となるのだから,舞 台は 〈外部〉的身体に転位
している演者の為の空間である。
神招 ぎ ・神がか りのことを 『日本書紀』(天石唐戸の条)で は 「俳優」「顕神明之愚談」 と表
記 している。天岩戸説話は,神 招ぎと神霊の復活再生を期 した芸能 というものの起源を語 る神
話 として しばしば言及 され,こ の天宇受売命 「伏汗気而・踏査1予呂許志」神がか りした(『古事
記』)とか,天 鋼女命が火処焼 き 「覆槽置,此 云干該布西」かむがか りした(『日本書紀』)とあ
るように,天 鍋女命が登って足拍子 を踏んだという 「ウケ」(汗気)は 中が空洞になっている楯
状の台(漕)の ことを指 している。
つ まり天鋼女命が狂舞 した 「漕」は,舞 台そのもの と述べてよい。天鋼女命の足拍子は槽に
宿 る神霊 を誘い出 し,これに神霊が宿 るという想念は,大 国主命の国造 り神話に於いて,波 の
穂から,天之羅摩船に乗 り,蛾の皮 を内剥にした衣服 をつけてよりきった少名鑑古名(『古事記』)
や,白 兎の皮の船に,鶴 鶴の羽を衣に して潮のまに まに浮かびよった少彦名命(『日本書紀』)
の姿にあるように,或 いは,少 名毘古那神がガガイモの実の舟に乗って美保碕に寄 りついたと
記 されたように,海 の彼方から来訪する神が中が空洞のフネ(槽)に 霊魂 を宿 しながら土地に
迎 えられるとされる,上 古以来の信仰 に発せ られる。




は,祭 られ るべ き最 も神聖な品を納め る器 としての槽なのである。槽が神霊を宿す という概念
の具現化が窺われ よう。
さらに,『大神宮儀式解』に 「大御神の御礼鏡 皇孫命 とともに天降 り給ふ とき,御船にのせ
奉 りて,天 降 りし奉 りし其御船の形代 をのこして,後の世 まで御船代 といふ物に納奉れり(15}」
とあるか ら,こ れが,『古事記』(神代)の 「磐船」を連想 させ ていたことも事実である。
さて天鋼女命は,誘 発 した神霊を我身に依 り愚かせ神がか り,即 ち 〈外部〉的身体に変身 し
たが,天 照大神の甦生か らして もこの神話は,宮 廷の鎮魂祭の起源であるう。 この鎮魂奉 りで
も甦生呪述 としてウケフネ踏みの儀式が行われたが,平 安時代には天鋼女命の呪術 を伝承する
猿女氏の衰退によってか,榊 の棒でウケフネを突き鳴らす という形式に変化 したとされる。こ
の一連 の儀式は 『貞観儀式』に 「御巫覆宇気槽,立 其上,以 梓撞槽」,『江家次第』に 「御巫衝
宇気」 とある。
しか し民間に於ては,こ の方法による鎮魂呪術は実に多様に展開 し,槽の舞台化は進行 した
と思われる。足踏みが鎮魂の意味に解 されることか らも,ま さに 「仮設」の意味が地 と関連 し
〈再生〉 という意味を孕んで くるのである。
田畑の豊穣 を期するために,耕 作の始まる頃に田畑の穀霊の活力 を喚起すべ く,田遊びなど
と称される鎮魂の祭事 を行 うが,そ の中で足を地面 を踏みつけるとか,農 具で地面をたた くと




のそれを除いて,多 くは庭上に地に接 して敷物 を施 したり,あ るいは座敷の上に舞踏の場が舗
設されたように簡素な 「仮設」によった。
庭上では,古 代宮廷の正月行事 として行 われた踏歌のように集団で大地を踏み廻る舞踏が行
われた り,座敷でも 『万葉集』巻十一に 「新室 を踏み しずむ子が 手玉鳴 らすも玉の如 照 り
たる君をうちに と申せ㈹ 」とあるように,屋 敷の中を踏み鎮めてまわる風習が古代か らあった
と考えられ る。 まさに,舞 踏の空間に於ては,地 が意識され,そ こには垂直方向の宇宙観の存
在 をも想わせ,異 界に通 じ,あ るいは異界を 「写 し」・「顕 し」た時空として認識 されている。
また,舞 台の原初形態としてある 「槽」の凹型は,神 座 ・磐座の クラとともにホラ(洞)・バ
ラ(腹 ・胎)・ムロ(室 ・窟)・カマ(釜)・クボ(窪)を 想起 させ,柳 田国男が 「本来はすべて
神 の降 りたまふべ き処がクラであった。」と言うように神の退 りつ く神聖な形状である。それゆ
えに舞台自体が神 を招 くという特性 を有す ることになる。
こうしてみ るように,舞 人が神がか りす ることで 〈外部〉的身体 に帰属 し,舞 台が異界性を
を顕示する空間とな り,さ らに舞踏の鎮魂 ・再生という属性 も関わってそれが 「仮設」とい う
方法によると述べてよい。
c)境界地 に建つ 「神殿」(コウ ドノ)
神楽は古 くは庭でも行われたが,中世になると仮屋 を建てて行 うことになる。仮屋は,〈ほか
ひ〉を祠祭する聖なる空間 「新室」の流れを継承するもので,神 霊 を迎え察す る為の施設であ
るが,こ の結界された空間 を,通例は 「神殿」(コウ ドノ)と呼んできた。
松の柱に茅葺きの屋根,茅 壁 をめ ぐらした 「神殿」を,神 楽を行 う度に建て,氏 人たちは,
ここで神楽 を舞い,忌 み籠 もった。
広島県比婆郡東城町森の中島家蔵の神楽能本の剣舞の神歌に,「太刀をたつ るこう殿,天の神
のお りや うそ,お りや うそ」とあり,これに注記して,「降段 とは,天 神地祇此道場二降臨シ給
へ と祈 る故二いふ」 とあって,祈 るが故に神が降臨する聖なる空間 「降段」 と表記している。
備後 山の神祭文系の手車祭文に,「されば一人ならば産声に,天地 もけがれた りとて,諸天な
大いに とがめ給 う。夫やすき間の事にて まします。 きよめて参 らせんとて,大 ごが峠に八間に
神殿 を打ち,七号三尺の打網 を延 ゑ,七千五百本の幣 をはき立て,四方に千道の注連縄 をひき,
そ らには白藍びゃくろ く玉の幡,こ んぞう横山きりかすみ,下 は万畳(半 帖)八 重畳,大 の太
鼓をか きすへ,六 十六人の神子 と法者をなですゑて,七 日七夜の間,韓 神神楽 と奉申なり。」と
ある。
この 「神殿」の建て られた 「大ごが峠」にっいて,朽 木家蔵の寛文四年神楽能本の 目違ノ能
では,法 者が詠む祭文を舞 う神子に死霊が乗 り移 るのは,「ヲウゴが峠ムゾ墓所五輪塔婆ノ前」
であって,目 連 ノ能で死霊 を舞 う場所は,墓 所のオウゴが峠に立てた 「神殿」である。同様に,
神楽能本の松 ノ能に於いても,猿沢の池の端に八間に 「神殿」を建て,そ こから六道の白布 を
ひいた先に柱松 を立て,これに頂から三方に綱をひいて,三 日三夜の松神楽を舞 うのであるが,
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「神殿」が建て られるのは,蛇 体の死霊が停む池の端 である。また,隠 岐の八重注連神楽では,
神楽桟敷は墓所に設けられる。
さらに,荒 神神楽の 「神殿」のたつ荒神森 は,古 い墓所や同族一門の墓所のある境界であっ
て,そ の内側が現世に生 きるもの達のムラ,境界のむこうは,守 護霊 も,悪霊 ・操 り霊 も,共
に神送 りされる他界である。
このように,「神殿」という両義的な空間は,神迎 えによって荒神が境界 を越 えて他界か ら訪
れ,氏 人に託宣 をもたらす場であると同時に,集 りをす る悪霊や死霊 を鎮めて,境 界の外へ追
いや る場でもある。
荒神や大元神楽にみる両義性 は,神 楽がおこなわれる 「神殿」の空間に凝縮 され,神 楽の一
連の祭儀 は,悪 霊や死霊の他界への鎮送を見事に構造化 していて,荒 神そのものの両義性が,
両義的な空間であ り境界 としての 「神殿」に具象化 されている。
さらに注 目され るのは,『隠岐島前神楽』によると,前座七座で謡われる神楽歌から,種 々の
祭具 に依 って飾 り付けられた 「仮設」の神楽場が,演 目が進行するにつれて神々の場所,つ ま
り異界=〈 外部〉へ と変容す ることである。即 ち 「寄せ楽」で神 を招 き,「神途舞」で神が寄 り
来る。そして 「入申」で神楽場 を聖別 し神勧請 を行 う。「御座」「御座清 目」「剣舞」で神楽場の
神聖性 を示 し,最後に 「散供」で神楽趣 旨を述べているのである。
従 って演座七座の演 目が終了した段階に於いては,神 楽場は人間の存在する場所(二 此界)
でな くなっている。これ以降の演 目では,面 着用が示す様に如何なる人間も登場す ることがな
く神々が登場す るだけである。
出雲系神楽の起源である佐太神社の御座替 え神事 による神楽に於て も同様に,素 面で舞 う採
物舞である祈禧の舞(七 座の舞)と 面を着けた能風の舞(佐 陀神能)か らな り,前段にみる採
物が神の招 ぎ代 とされることか らも,島前神楽 と同様に,時 間 と共に変位する神楽場の異界化
を窺 える。
又,神 楽場の設定には厳格 なる方位の設定がみられるが,舞 の式では東南西北中央 とその方
向に向かって同 じ舞が繰 り返 される。このことは逆に神降臨 と神懸か りに際 して,此界に於て,
もはや水平次元の意識が錯綜 され,場 の異界性が表現されているとも解釈できる。そして神楽
における舞 とは人間が舞 うのではな く面や装束が舞 うとも言われるように,神 の此界へ顕現す
る様 を表徴 していると考 えられる。
こうした神懸か り誘発の方法 としては,島 根県石見地方の大元神楽の注連起 こしが名高い。
即 ち大元神楽は大元神 という荒神 の一種 を 「仮設」の神殿内の山懐に勧請 し,その前で歌舞を
演 じるものだが,夜 半に蛇のとぐろのように巻いた託綱を解 き,何 人もの祭司がその胴 を抱え
て神歌 を謡いつつ舞台を旋回し,そ の中に託宣役の託太夫が巻 き込まれる格好で巡 り,次第に
神懸か り状態に入ってい く。その気配 を見て託綱は南北の柱に張 り渡され,そ れに白木綿 を結
んで天井の天蓋に吊し,託太夫 を綱に取 り付かせ,祭 主である七五三主が神名帳 を読み始めて
託綱 を大 きく揺 さぶ りながら神々を次々と招 き降ろすのである。
神々が託綱に退 りついて くると,神 懸か り状態となった託太夫に託宣 を聞 くのである。こう
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した神懸か り ・託宣の方法は,旋 回に導 きその急調の リズムと旋回動作の執拗な繰 り返 しの中
か ら没我状態に陥れようとするもので,神 楽における神変身,い わゆる 〈内部〉的身体化の方
法 としては基本的なものと言える。
さらに,備 中荒神神楽で も同様な神懸かりの方法がみ られるが,こ こで も仮神殿には白藍が
吊り下げられ,紙 を切 り継いで長 くした千道(チ ミチ)を 渡 し,その下で舞が行われる。この
白蓋または天蓋 を神楽場の上に設置するのは,美 保の青芝垣神事や高千穂神楽などにみ られ,
高千穂神楽では天蓋か ら吊 り下げられた飾 り紙を 〈雲〉 と称 している。
更に,白 山の美濃馬場である白山長滝神社 では毎年正 月六 日 「延年」 と称される神事が伝え
られているが,こ れは俗に 「花奪い祭」 ともいわれ,も とは寺院の大法会の後で僧侶 ・稚児の
行った遊宴歌舞の総称であって,長 滝の場合は 「若輩の祭」 とされた。舞台の上から桜,菊,
牡丹,椿,芥 子(け し)の五蓋の花笠が吊される。 この神事の所作か ら,花笠がいわゆる 〈臼
蓋〉を示 していることは認められよう。
この他,土佐・津野山郷の霜月神楽 は,伊勢外宮の神楽役が演 じた霜月の寄合神楽が範 となっ
たと言われる湯立て神楽の系統だが,山 間の小 さな社殿の真中に,七 五三縄を回し白藍(ば っ
かい)を 天井か ら下げ,五 色の弊は向かって右手奥の柱 より青,赤,白,紫,東,南,西,北
に配 し,中央の白藍は,黄 色の弊 となる。
白雲でもある臼蓋は,「花米」の曲の際に紐 をもって遊行 させ るのである。 この様に白藍・天
蓋の特性は,天 界の神を意識させるものであろう。
いずれも,神 の降臨を願い神の加護の もとに舞 うとい う天界への志向がみられ,同 時にそれ
が,最 初は異界 と此界を分かつ境界を示 しつつも,後 に此界に異界性 を発現させ る契機 となり
得 る境界標示装置であることを示 している。
神懸か りした舞人は,神 の依 り退き・神懸か り・託宣 という一連の時間的推移 を体験 した後,
やがてその状態から醒めて,〈外部〉的身体か ら此界におげる本身へ と転生 し,日常の秩序に帰
着する。
これは,次 号で延べる椅盧や御産所か らの解斎 の場合 と同様である。神楽場 という 「仮設」
の時空は,異 界に通ずる垂直軸の中間領域 として把握 され,神 の託宣 ・言祝 を授かり,やがて
日常性に帰 し,新たなる生の秩序のもとに 「再生」する役割を負っている。
d)舞踊空間の異界性
舞が 「廻 う」に起源を持つことには賛否両論あるが,舞 踊が神事 と関わるという大前提に於
ては,肯 定すべ きものだろう。
上古に於て,樹 は,実 を採集できた生産の場であ り,そこによりそって生活 し崇敬の対象 と
もなりえたろう。つまり自然崇拝 も反映 して,神 霊の降臨する依懸(よ りまし)と して自然木
を神木 とする想念 もあったと推定される。
この樹の下では神霊を迎えうる舞踊がなされた と考 えるのは自然で,こ れは能に於ける舞台
と老松の関係にも呼応す る。 日本の文化は時間 と空間が未分化のまま展開して きたがゆえに魅
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力的なわけだが,今 日に於 いても春 日若宮御祭 りの 「下向の松」に実見できるように,.この一
本の樹は,光 と影によって時間を暗示 し,その下で神招 ぎと神懸 りに関わる巡 り廻 る踊 りがな
され,時 空間が形成されている。
実際に後世の舞踊の中に も神懸 りに際 して旋回の動作 をとるものが多 くみられ,神 事に於て
も,人が祭場にたって神 を招き,そ の神 をわが身に依 り愚かせて託宣を聞こうとす る時は,庭
上な り建物の内に神降臨の座 を鋪設し,そ のまわり,またはその前を,太鼓 ・鉦 ・弦 ・などの
難子 と祭 り衆の歌につれて,人 が ぐるぐる旋回することが行 われた。
しか し,旋回する,即ち円弧 を描 くとい うことに水平方位の意識は消滅していると思われる。
舞いに於て,手 に神招 ぎの採 り物 ・体 に神霊愚依 の飾 りをまとった物が,神 の座の周辺で歌
を難子にはや されて旋回す るが,そ の形が神招ぎ ・神懸 り・託宣を導 く所作であるのは,神 降
臨の瞬間,一 時的に人の水平方位意識は消滅するのだといえる。
まさに非 日常中の非 日常 ともいうべ きこの瞬間には,次元の意識が錯綜され,垂 直軸だけが
誇張されると推定できる。
しか し,一般的に,舞 踏の場 と舞の動作の中には厳格な方位観が認められるのである。それ
は舞の起源を 「まはる→まい」 とす る暖昧さに由来する問題なのであって,舞 が 「廻る」に相
応するのは,神 懸か りを欲す る時空に於てであり,単に神への奉納を意図するものとか,神 自
身の舞に於 ては,舞 は 「廻 る」にあ らずと言えよう。厳密には,前 者が 「踊」で後者が 「舞」
といわれることから,「廻 る」 は 「踊」に於て肯首され る。
例 えば 「舞」 を代表す る能には,中 廻 り ・小廻 りとい う動作があるが,円 弧を描いているよ
うで実は違 う。 これは,多角形 を描 いて歩 くことで,腰 入れ,躯 幹をまっす ぐに据えて,足 の
爪先 を内に取 りながら,歩数 だけの辺を持つ多角形に歩むのが中廻 り;爪先を極度に入れ込ん
で四角形ない し五角形に動 きながら,腰 を矯めた力で上半身の動 き(方 向転換)を 円滑げに見
せ るのが小廻 り,と されるものである。能や狂言は伝統的な農民芸術か ら発 しているが,定 着
性の農耕民俗が方位観を重視 し,廻 る ・巡 るという動作 を日常に於て馴 じまないものとしてき
たと思われるゆえに,中 廻 り・小廻 りの多角形 と 「舞」は 「廻る」にあらずということも納得
できよる。
さて,こ れらのことから,旋 回は舞踏に於て も特定の時空で発現 し意味 を持つ ものであると
思われ,以 前,舞 踏空間に於て,方 位は重要 なものであることは,先 述 した四方鬼神舞や隠岐
神楽その他の事例からも明らかであろう。
舞踏空間が もともと神 を招 く場であることから,方位禁忌や 四神相応の地 とい う観念 と相
模って,舞 台が舗設 され舞踏が執行 されたと考察される。 まさに舞踏空間は,神 降臨や地霊の
踏み鎮め という垂直性 と,厳格 なる水平方位の概念を併せ持 っているのである。
処で,こ れまでみてきた神楽場 ・能舞台 ・念仏踊の踊場 などの舞踏空間は 「仮設」 を旨とし,
此界に於て異界性を象徴する時空であった。そこで舞い踊 る人 も,その詩神を象徴する身体 と
して舞 ったり,も しくは〈外部〉=異界に属す る神聖 なる身柄に別身化 して舞った り,いずれも
日常の秩序か ら遊離 した存在であった。非 日常時に於て舞台は 「架設」されることによって,
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此界に異界 を 「生け どり」にした時空を開 くことになる。
舞台がこのような特性を顕示するのは,も ともと舞踏空間の多くが垂直軸 と水平軸 の交換点
に定位 されていることに起因する。
古来の神祀儀礼に於 ては,天 上の神の降臨を願 うべ く,また降臨 した神 に魂乞 いし予祝 を求
めるべ く,ま た神の霊威を身に退け神懸か りすべ く,様々な舞踏を繰 りひろげられた。舞踏の
本義が神に饗応 し,神に奉納するものであるのは言 うまでもなく,こ うした神招 ぎの舞踏は現
在 でも民間祭祀の中に色濃 く残 っている。
自然神崇拝の太古に於ては,神 を招 き神霊化 された樹木のもとで舞い廻 る儀式が慣習として
あったろう。この信仰 の垂直軸が,社 殿の形態となってそのまま水平軸 として象徴化するわけ
だが,舞 踏が神に向け られたことを考 え併せれば儀式 としての舞踏の場を支点 として,垂 直軸
が水平軸に投影 した と考えられよう。神社境内に於ける舞殿や神楽殿は,神 域 と意識 される位
置の前にしつ らえるのが普通である。
伊勢両宮では,神 嘗祭に際 して,神 撰 ・神酒は一番内側の瑞垣御門の前に供えられ,内側か
ら二番 目の内玉垣御 門と外玉垣御門の間に宮司以下神職の座が設けられ,こ こで舞楽が執行 さ
れる。 また,春 日大社の場合 も儀式は中門の前であった。これが本来の形態 と思われ,後 に儀
式 と相模って舞楽 は,中庭 を主体 として行われた。 また,住 吉大社の石舞台は此界と異界の境
を表象する川の上 に施 されるし,同様に四天王寺の石舞 台が六時堂の前にあった姿も想い起こ
せ よう。
さらに,厳 島神社の高舞台は,実 際は背後の弥山を神体山としなが ら,いかにも沖縄地方に
残 る海上か ら来る神 を待 うけ海上に突 き出 した岩の上で歌舞 をもって饗応する様子を想起させ
るような場に施されるから,山 と海 という両神域の狭間で儀式が とり行われたとも解せよう。
そ もそも門は,囲 われた神域に於て神霊参与による呪性 を帯びた場である。大嘗宮では天皇
の行 う主儀式に先立 って,「中臣忌部率=御 巫等一祭=殿 及門二」とある。皇大神宮に関 しては,
門の神の鎮祭は 「御門祭(み か どほかい)」と呼ばれ,そ の祭の祝詞が 『延喜式』に記載されて
いる。
また,囲 われて浄化す る領域に於て,そ れは開かれる場であるか ら,霊物 を置いて厄災を祓
う儀式が執行 される。門の神が邪霊 を 「上より往かば上 を護 り,下 より往かば下を護 り,待ち
防ぎ掃ひ排け ます」場所であ り,楯戟 を立てて守る場所であ り,隼人が開門に際 して蛮声を発
する場所で もある。つま り門は,水 平事象内の秩序における境界であるばか りでな く,此界 と
異界の狭間でもあることを意味 している。
中門が人の場 と神域の結接点であることや,住 吉の石舞台との相関を考慮すれば,舞 踏の空
間は,此 界 と異界の狭間にあると捉えるのが一般的かと思われ る。舞台はそこか ら本来の神の
世たる天上に向けて意識される垂直軸を潜在化 しているのである。
即 ち垂直軸 と水平軸の変換点 として措定 され,そ のまま地上に投影され うる場にあると言え
るだろう。
また,後世に寺社の門前が 「無縁の地」として芸能民の溜 り場 と化 していったことも,これ
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と無関係 とは思えまい。辻での念仏踊や(塞の神 として地蔵尊は現界 と冥界を往来する),市で
の歌垣など周縁の地 とされる所は,芸 能 と関わって楽園性 を包含 し,常 に異界への抜け道 とし
て垂直軸が意識 され,い わば水平軸 と垂直軸の交差す る場所である。この様 な場の属性 も寺社
の門前に於 ても例外ではな く舞踏空間のそれ と合致す る。
『天狗草紙絵巻』に描かれる東寺の門前では,巫女 または遊女 らしき市女笠を被 った女性が
鼓 を打ち,語 り物 をしてお り,俵 を枕につけた荷を置いた男や笠 を被った男など,行商人らし
い人々が これを聞いているのがみられる。 また,『石 山寺縁起絵巻』の石山寺の門前で も,やは
り鹿皮 とみ られる敷物の上に坐 り,市女笠 を被った女性が鼓を打つ という,極めてよく似た情
景 を窺 うことができる。
『直幹 申文』の場合は,鳥 居の下で莚に坐 って琵琶 を弾ずる琵琶法師と,それ を見る童が描
かれている。 まさに,こ れらの寺社の門前では鼓を打ち,踊 る芸能民の蝟集す る場であり,舞
踏空間同様,此 界 と異界の境を表象する時空なのである。
もともと舞踏の空間が 「仮設」 を旨とするのは神 を迎える場,即 ち異界性の発現する場は,
此界に置いて常設 しまいとするむしろ積極的な意志の存在を認めている。
それは脈々 とした歴史の中で,神 が社殿に納 まり,ま た天皇の名の もとに形象化 して,幻 想
が現実に変わ り,〈外部〉に異界性そして楽園性 を求めた人々の意識はしだいに変化 されつつ も,
あ くまで神 を 〈外部〉 として想念 し続けた事 の現れとして捉えられる。
そ して民間に於ては,「仮設」をしつ らえる事によって非 日常的に現れる疑似的な異界に身を
寄せ,神 の言祝 を受けて,新 なる生の秩序の もとに転生することを願 ったであろう。
3)む すび
概念 としての境界は,内 部領域の 「同質性」 を前提 に 「異質性」 と 「仮構性」 という二つの
基本的構成原理の上に成立 し,建築的境界 と装置的境界及び境界に依 って限 られた空間 ・時間
領域 としての制度的境界に大別できる。
さらに我々の時間と空間は,そ の存在様式によって範疇的時間 ・空間 と境界的時間 ・空間と
に分 けることが出来 る。前者は,通 常社会的時間 ・空間とよばれ,後 者は,境 界自身が内包す
る時間 ・空間である。
尚,境 界は,様 々な位相に於いて空間の構造 と深 く関わるが,非 日常的(異 常),無時間的,
両義的,周 縁的,仮 設的,聖 という一連の属性 を内包す る領域でもあ り,それらの属性は,社
会的時間 ・空間(範 疇的時間 ・空間)の もっている日常的(正 常),時間制約的,一 義的,中 心
的,世 俗的 といった一連 の属性 と対応関係にある。
さて,日本の神々は,不可視な存在であり,神々のアイデンティティも明確でない。従 って,
神の顕示は唯一絶対の ものではな く,見えざる深さにその象徴性を求めることになる。例 えば,
多くの寺社に至 る道が,屈 折 し,僅 かな高低差 とか樹木の存在が,到 達点への際立った演出で
あって,鳥 居や御手洗いの清流等はこうした到達の儀式のための要素 に他ならない。つまり,




ところで,神 霊の往来す る通路の設定は世界にほぼ共通するものだが,こ れを樹木で表象す
るもの もあ り山で表象するもの もある。
我々の意識深層に潜む基調概念として,神 霊は 「神奈備の御室」に籠 り,海辺に神が来臨す
るとい うように,山 岳 ・岩石 ・湖沼 ・島 ・樹木等の自然物に関係する祭祀か らも,自然に聖性
を認めてきたことで明らかである。 さらに神が 〈外部〉にいるとい う観想は,原 始信仰に発 し,
『古事記』『日本書紀』の国土創成に於いて,も ともと 「伊邪那岐」「伊邪那美」の二神が 〈外
部〉の表象である高天原か ら降臨 したとい う心象によっても首肯されよう。 日本 では元来,〈内
部〉に聖領域を位置づける観念は一般的でなかったのである。
この 『記紀』神話に見 られる神々の降臨は概 して領域の周縁に比定 される処 であって,こ の
ような記憶による境界の構成は後世に到 るまで連綿 と形象されていく。
即 ち神仏 と関わ り天界 との連絡口として捉えることが出来る垂直軸を想起できる場は,辻 ・
門前 ・墓処 ・河原 ・市 ・森 とい う村境や 山の辺 ・川の辺に比定される周縁の地であり,人々の
定住に関わる祭儀の多くは境界としての周縁地で行われ る。
処で,『播磨国風土記』『常陸国風土記』に記された 「杭」「標の杖」或いは,榜 示杭,榜 示石
は,占 拠 した土地の境界を示す標識(点 定)で あるが,荘 園の四至 を限る榜示は,塚,独 立 し
た樹木,時 には寺社 の門柱等を目標に,二 点を結ぶ架空の境界線を創設 している。つ まり我国
の領域画定に於いては,点 によって線を見立て,線 を通 して面 を知覚することが行われていた
ことになる。
注 目されるのは,こ れらの境界は,建 築的なものだけでな く,む しろ建築的でない ものの方
が多く,それ らの装置に共通することは,人 々がその象徴的な意味を解す ることがなければ,
それらのほ とん どが物理的障害物 とはな り得なず,境 界標示装置として意味をなさないことに
極めて日本的な特徴が認め られる。
日本に於ては,自 然が異界に通ずるもの,或 いは異界その ものとして見立て られ崇敬の対象
となるが,そ の異界 を此界に於て表象するには,自 然 「その もの」でなされるのが本来的であ
る。だがそれ以外の場合 は 「仮設」の形式を取る事が多く,そ れが常設た り得 ないのは,異 界
と此界または神 と人 とは,画 然 と区別される秩序のもとに意識され認識されて来たか らと考 え
られ る。つ まり目に見えない神々を自然物(磐,特 定の樹木,森,神 体 山)か ら神の御霊代 と
して移動可能な 「仮設物」に変化 して来たことを意味 している。
神幸祭は,元 来 ミアレ神事のように,磐 座や山宮から里に近 い辺 りの祭場に神 を招 ぎ迎える
行事 であ り,集落背後にあって水 をもたらす山(神体 山),村の生産に加護 を垂れ給う神の坐す
世界 として異界二 〈外部〉が此界に 〈仮構〉=社殿 として営まれて,神 の常在を請けお うことが
一般化す る。
この時代の祭礼は,里 にお旅所が設けられて神々が神幸 し,村人はそこで神威の甦 り,神霊
の復活再生 を願った後本社へ還御す る。 この去来信仰に見 られ るお旅所 も 「仮設」であ り,此
界にあって異界性 を表示す る空間 と述べてよい。 ここにも 「仮設」の意味が窺 われ る。
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同様に念仏踊の舞台を始め舞踊空間は,神 楽に於ける 「神殿」に示されるように,本 来村境
の地に築かれていたことに拠っても明 らかであるが,池 田弥三郎は,『劇場の芸能史的考察』に
於いて 「日本の劇場は祭場 であり,神退去の確認のために,舞 台の撤去 ということが,重 要な
意味を持 っている」 と指摘 している。
同様 に天皇即位 に関わる大嘗祭の大嘗宮や春 日若宮御祭 りに創設される黒木造 りのお旅所が
儀礼後一夜に して撤去 されるのは,そ の存在が根源的な力 を持っているが故に危険な もので
あったからであろ う。
即 ち根源的イメージを持つ装置を日常生活に近い ところに設定する場合は,故 意に朽 ちやす
い,即 ち仮設の境界装置を設ける。それ らが生活の場に常設されないのは,「仮設」が神の場で,
異界を意味するからであり,ま さに神 を異界の もの として,神 と人は厳格に区別 されていたか
らであって,心 の御柱や伊勢春 日等古代神社の式年造替に見 られ る様式の永遠性保持 と同根の
思想である。
この様な空間が常設 となった後では,神 の世が此界に実在することになり,た ちまち異界 と
しての幻想ではな くなってしまうことを意味 している。此界に定位 した社殿は本来神の世の形
象化であり,こ れを 〈仮構〉といったのはそのためである。
「仮設」は神 の場であると同時に,普 段近ずけない神の世 を此界に仮構 して,人 が神に接 し
得 るような機会を設けた時空なのである。逆に神はあくまで此界にいるものではないとい う懸
念の現れ ともいる。
おわ りに,本 研究は,明 治大学科学技術研究所の重点研究項目の研究助成金を受けて実施 し
た ものであることを述べ,深 謝の意 をあらわしたい。
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